












A Report on the New Mathematical Achievement Test 
at Shinagawa Campus of Tokyo Metropolitan College of Industrial Technology I
Koji KUBOTA
Abstract : In a technical college, mathematics is a very important element of engnieering. In order to have a suitable class in
mathematics for technical college student, teachers must know what level of mathematics the first year students have attained.
This paper reports the results of the new achievement test which covers the mathematics which the first year students have to
understand.

































３．約分し， ( )   内に数または式を記入せよ．
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7 ×D E− 52 (2)1.44×3.14
１７．次の直角三角形ABCの辺の長さを ( )      内に書け．
１８．次の式を計算せよ．























1 74.9 85.5 77.3
2 88.3 94.2 92.0
3 66.7 64.7 58.0
4 59.6 61.3 60.2
5 94.7 100 98.9
6 84.2 86.1 92.0
7 81.3 80.3 78.4
8 77.2 71.1 81.8
9 30.4 30.1 26.1
10
1 97.7 97.7 98.9
2 83.0 86.1 80.7
3 91.2 90.8 88.6




12 69.6 73.4 68.2
13
1 91.8 90.8 98.9
2 78.4 79.2 78.4
14
1 37.4 42.8 35.2
2 33.3 41.0 29.5
15 63.2 84.4 86.4
16
1 72.5 79.2 75.0
2 63.2 72.3 72.7
17
1 93.0 97.7 94.3
2 81.9 91.3 87.5
18
1 89.5 93.1 88.6














中学の時に塾に通っていた 76.16 82.66 78.86



















































はい 84.80 82.56 80.57








学級 ４回の試験の平均 前期中間 前期末 後期中間 後期末
１年全体 0.43 0.51 0.31 0.22 0.21
A 0.72 0.65 0.51 0.49 0.48
B 0.45 0.56 0.40 0.25 0.22
C 0.44 0.64 0.29 0.30 0.15
D -0.03 0.05 0.05 -0.11 0.02


















前期中間 0.60 0.47 0.40
前期末 --- 0.51 0.57














































容からはずれてしまったものである．出題した式は，1995年度から2002年度までは−3 ( )x−1 >x+15，2003年度から
2008年度までは， 3 ( )1−x >x+15，2009年度，2010年度は 3−3x>x+15であり，同じ答えになる問題であるが，学生
に与える式は次第に簡単なものとなっている．その正答率を表９に示した．
表９　一次不等式の正答率(％)
年度 1995 1996 1997 1998 200 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010














年度 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
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正答率 白紙答案 受験倍率
　産業技術高専になってからの５年間について，受験倍率，白紙答案の割合，正答率をグラフにしたものが図１であ
る．学力受験の倍率とこの正答率がほぼ同じ形となっており，白紙答案の変化がちょうど受験倍率を逆にした形となっ
ている．品川キャンパスの入学生は約160名であるので，その10％は16名，1クラスでは4名程度となる．受験倍率の変化
がこの微小な変化をもたらし，この微少な変化がクラスあるいは学年の学習に対する態度として現れてくることが図１
のグラフから読み取れる．
７．まとめ
　入学生の学力がどこまで低下するのだろうかという懸念から始めた基礎学力調査であるが，16年間継続してデータを
積み重ねることができた．その間に，学習指導要領の大幅な改訂という大きな変革があり非常に変化に富んだ結果を導
くことができた．さらに，都立航空工業高専と都立工業高専が統合されて産業技術高専となるという変化，学科別の募
集からくくり入試となったことによる変化などによって入学生の雰囲気も変化し，この変化を基礎学力調査の数値とし
て把握する必要も出てきており，過年度からの蓄積のあるこの基礎学力調査の意義はより大きくなっていると思われ
る．
　産業技術高専の数学科として荒川，品川両キャンパス統一での基礎学力調査が求められてきたが，過年度との継続性
との兼ね合いもあり，産業技術高等専門学校４年目になってから共通の基礎学力調査ということになった．今回の調査
結果についても，両キャンパスの結果をあわせて報告できるのが望ましいのであるが，荒川キャンパスでの集計に多少
時間がかかっているようであり，荒川の結果については今後何らかの形で調査報告があるものと思われる．
　これまで詳細な分析を行ってきた２次方程式の解答については，問題が大きく変わり，出題数も少なくなったことか
ら，どのような側面からみたら適切に過年度との比較ができるのかを検討しているところである．2011年度入学の中学
生は，新たに策定された教育指導要領の経過措置として，二次方程式の解の公式を授業で学んできた中学生となる．こ
のような中学生は，どのような解答をしてくるのかも含めて，来年度の調査を行った上で報告したいと考えている．
　今年度の調査も含め，品川キャンパスで長期にわたるこのような調査を継続できるのは，数学科として学生の教育に
ついて共通の問題意識をもち，協力していく体制ができていることによるものであり，共通の問題意識をもち協力を頂
いている都立産業技術高専品川キャンパスの数学科の先生方に感謝をいたします．
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